
 

１９７６年、松山市に生まれた吉岡大祐さんは、

高校生のころ、担任の先生から「社会の役に立

つ人になりなさい」と言われたことをきっかけに、

「自分はどんな仕事につけば社会の役に立つ人

になれるだろう」と考えるようになりました。 

中学生のころ、習っていた柔道のけいこをし

ていた時、仲間が腰
こし

を悪くしていたので付
つ

き添
そ

いをすることになり、行ったところが鍼灸院
しんきゅういん

でした。

そこでは、鍼
はり

一本で腰や膝
ひざ

を治療
ち り ょ う

していました。その治療の様子を思いだ

した吉岡さんは、「鍼灸師
しんきゅうし

」になろうと決意しました。 

 

１９９８年、父の友人であるネパール人のすすめでネパールへ行きました。

ネパールという国は、世界一高いエベレストのあるヒマラヤ山脈が大部分を

占める国で平野が少なく、とても貧しい小さな国です。そして、ネパールに

はカースト制度という身分の差別が残っていました。たとえば、身分の高い

家に生まれると収入の多い仕事につくことができ、身分の低い家に生まれ

ると収入の少ない仕事にしかつけず、貧しい生活を一生続けることになりま

す。 

吉岡さんはネパールの大学に入り、大学の勉強をしながら無料で鍼灸治

療を始めました。すると、次々と治療を受ける人が増えてきました。ある日、

患者
かんじゃ

の一人から、「山の上の村に友だちがいて、どうしてもここまで来ること

ができないから行ってもらえないか」と言われて、その村に行きました。この
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村は非常に遠い村で、何時間

かけてもなかなか着きません。

途中で休んでいたら、一人の

おばあさんが大きな荷物を背

負ってきたのです。そのおば

あさんはずっと膝をさすってい

ました。「膝が痛むのですか」

と声をかけると、「ずっと痛い

んよ」と言うので、そのおばあ

さんの家の軒先
のきさき

で治療をしました。治療が終わって、おばあさんの顔を見る

と、おばあさんは涙を流しながら「生まれてきてよかった」とささやきました。

おばあさんはカースト制度で非常に低い身分の生まれでした。そのため、こ

れまで村人や社会からやさしくしてもらったことがなく、生まれて初めて人に

やさしくしてもらったことがうれしくて、涙を流したのです。 

吉岡さんは、同じ人間に生まれながら、人のやさしさにふれることなく一

生を終える人がこのネパールにいることを知り、活動を続ける決心をしまし

た。 

その後、知人のお医者さんに誘われて西ネパールの医療
い り ょ う

キャンプに参

加することになりました。首都
し ゅ と

のカトマンズから２０時間バスに乗り、最後のバ

ス停から４日間歩いてたどり着くようなへき地の村でした。 

医療キャンプが開かれると、近くの村からたくさんの患者が集まってきまし

た。特におどろいたのは、下痢
げ り

やおう吐
と

など感染症
かんせんしょう

の子どもたちが多いこと

でした。お医者さんにそのわけを聞くと、「子どもたちは学校に行っていな

いので、感染症から自分の身を守る方法を知らないのです」ということでし

た。 

そのキャンプ中、治療をしている部屋に１１〜１２歳ぐらいの少年が部屋

をのぞきに来ました。吉岡さんが、「中に入ったら」と言うと、その少年は、

おばあさんと出会って診てあげる吉岡さん 
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「自分の名前を書きたいから字を教えて」「ネパール語を教えて」と言うので

す。自分の名前も書けない子がいることをはじめて知りました。「ゴビンダ」と

少年の名前を紙に書いて渡すと、少年は一生懸命練習してきました。次の

日、「お母さんの名前を教えて」「弟や妹の名前も教えて」・・・・・・・少年のあ

まりの熱心さに心打たれた吉岡さんは少年の家を訪ねました。ゴビンダの

父親はインドに出稼
で か せ

ぎに行った時の事故で体がまひして動きません。母親

は目が見えません。そのためゴビンダがレンガ工場や建設現場などで働い

て一家を支えていたのです。 

 吉岡さんは、ゴビンダのように貧しくて学校へ行けない子どもたちのため

に何とか応援ができないか心から考えるようになりました。 

 そして、ネパールの仲間たちに声をかけ、持ち寄った基金を元に貧しい

母子家庭の子ども１２人が学校に行けるよう活動を始めました。そして、それ

らの活動をさらにすすめるために無償
むしょう

で学べる学校をつくることを決意しま

した。 

 ちょうどそのころ、冒険家で有名な三浦雄一郎さんが、クラーク記念国際

高校の生徒たちといっしょにヒマラヤにやって来ました。そして、吉岡さんか

ら「ネパールの貧しい子どもたちのため

の学校をつくりたい」という熱い思いを

聞いた三浦さんは、「ぼくは世界一高い

エベレストを目指すから、世界一おもし

ろくて夢のある学校を一緒につくろう」と

声をかけてもらいました。 

 さっそく、三浦さんは生徒たちといっ

しょになって、「チャリティーネパール」

と名付けた学校建設を目的とした募金
ぼ き ん

活動を広げていきました。 

 そして、２００４年、カトマンズの南にあるブンガマティ村に「ヒマラヤ小学校」

を開校することができました。 
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開設されたヒマラヤ小学校 

 



 開校したときは、３クラス６８

人でしたが、十分な学用品も

なく、教室はベンチが２つある

だけで、子どもたちはむしろに

座って学ぶ状況でした。給食

も月に一度だけでした。それ

でも、字が読める、字が書ける

喜びは子どもたちだけでなく、

親たちにとってもかけがえの

ない喜びでした。 

 現在は、学校の設備も次第に充実し、幼稚園３クラス、小学校１年生から５

年生まで８クラス１００人くらいの子どもたちが勉強にはげんでいます。 

このように吉岡さんは、鍼灸師として医療の面で活動するとともに、ネパ

ールの恵まれない子どもたちのためヒマラヤ小学校をつくりました。 

 

 

ヒマラヤ小学校の子どもたち 

ヒマラヤ小学校の子どもたち 
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参考にさせていただいた本 

○ 「ヒマラヤに咲く小さな花」―子ども達からのメッセージ―   

       ヒマラヤ青少年育英会 吉岡大祐 

        第５８回青少年赤十字研究会講演集より 

○ ヒマラヤに学校をつくる  吉岡大祐著  旬報社 

       ～カネなしコネなしの僕と見捨てられた子どもたちの挑戦～ 

          第６５回読書感想文全国コンクール高学年部門課題図書 


